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研究成果の概要：モダニズム文学における身体の表象について、できるだけ整理した見取り図

を提示することを試みた。その結果、サミュエル･ベケットとその周辺のモダニスト作家たちに

関して、身体の断片化と再編成という中心的テーゼに基づいて分析し、新しい側面をいくつも

浮き彫りにすることができた。また、19 世紀後半から出現した新しいテクノロジーによって、
身体と感覚がどう再編成され、それがモダニズム文学における人間の機械化とどう関係してい

るかについても多くの洞察を導くことができた。 
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2008年度 800,000 240,000 1,040,000 

  年度    

総 計 3,300,000 480,000 3,780,000 
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１．研究開始当初の背景 
それまでサミュエル・ベケットを中心とす

るモダニスト作家たちの身体および感覚の表

象を、１９世紀後半以降に出現した新しいメ

ディアやテクノロジー（電話、蓄音機、映画

など）との関係で研究してきた。ベケットを

中心とするその仕事を延長する形で、研究の

角度を部分的に変えつつ、モダニズムにおけ

る身体表象に潜む論理にさらなる照明を当て

ることをめざそうとした。 
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２．研究の目的 
 

（1）モダニズムの文学、芸術において、コ
ラージュやモンタージュの手法に代表され

る、断片化された異質なものの再結合という

原理が身体表象にも当てはまるのではない

かという仮説の下に、以下の諸点を明らかに

することを目的とした。 
 

①ベケットの作品における身体･感覚の断片

化とその再結合がどのように表象されている

かを精密に分析する。 

 

②その際、１９世紀後半以降に次々と出現し

た新しいテクノロジーが身体と感覚に与えた

インパクトに留意する。 

 

③ベケット以外のモダニズト作家や、他の芸

術ジャンル（特に美術）も視野に入れ、上記

の断片化と再結合という原理の重要性を明ら

かにする。 

 

 
 
 
３．研究の方法 
（１）テクノロジー、身体、文学の関係につ

いてマーシャル･マクルーハンやフリードリ

ッヒ･キットラーなどの理論書を研究した。 
 
（２）それと並行してサミュエル･ベケット

を中心に、Ｄ・Ｈ・ローレンス、ウィンダム･

ルイスなど英語圏モダニズムの作家たちの

テクストを分析した。 
 
（３）さらにより広く、同時代のヨーロッパ

の芸術や哲学に留意するようにした。 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
 

（１）まず中心的に取り上げた作家サミュエ

ル･ベケットに関しては、計画通り身体と感

覚の分断と再結合というテーゼに即して分

析し、さまざまな新しい洞察を得ることがで

きた。とりわけ、身体の機械化が分断と再結

合に重なり合っている様を、イタリア未来派

など同時代の芸術潮流との関連で明らかに

できたことは特筆できると思う。また、マク

ルーハンやキットラーといったメディア論

者だけでなく、デリダ、ドゥルーズ＝ガタリ

らの哲学理論やディディエ・アンジューの精

神分析理論も参照し、ベケットにおける身体

表象がいかに深く２０世紀の先端的な芸術

や思想とかかわりあっているかを詳しく解

き明かすことができた。2007年に公刊した

Samuel Beckett and the Prosthetic Body: 
The Organs and Senses in Modernismにそ
の成果は結実した。本書はベケットおよびモ

ダニズム研究に新風を吹き込むことができ

たと思う。 

 

（２）ベケット以外のモダニスト作家にまで

問題意識を広げ、Ｄ・Ｈ・ローレンスとウィ

ンダム･ルイスという、ベケットより一世代

前の小説家における身体表象を、特に人間関

係の表象の機械化との関連で考察した。たと

えば、ローレンスの主著『恋する女たち』や

ウィンダム･ルイスの『チルダマス』におい

て顕著な人間関係の機械的還元は、人間身体

の機械化という現象と、深いところで結びつ

いていると思われる。このような問題意識に

基づき、とりわけウィンダム･ルイスの作品

における人間の機械化について論文を書い

た（遠藤不比人ほか編『モダンの転回』（研

究社出版、２００８年７月）所収の論文「ウ

ィンダム･ルイス『ター』のおける分身と反



復」）。初期の作品『ター』においてすでに、

人間が機械のように表象されるというルイ

スの特徴が顕著であるばかりではなく、それ

と関連して、人物同士の関係に機械的反復の

要素が見られる。さらに『チルダマス』では、

映画的手法が大々的に取り入れられるほか、

人物も二人組にまで簡素化し、この点がベケ

ットとの類似を生じさせる。ルイスとベケッ

トはあまり比較されることのない作家だが、

人間身体や世界認識の機械化、またその具現

形態としての二人組の多用といった点で見

逃せない共通点があり、これらを明らかにで

きたのは独創的な成果だと思う。この点につ

いては林文代編『英米小説の読み方･楽しみ

方』（岩波書店、２００９年２月）に所収の

第２章「モダニズムと植民地主義－－コンラ

ッド『闇の奥』」および第３章「モダニズム

と人間の機械化－－ウィンダム･ルイス『チ

ルダマス』」で考察した。 

 

（３）上記の２点はともに国内はもちろん、

国際的に見ても独創性のある成果だと思わ

れる。ベケット研究では国際的に見てもあま

り注目されてこなかった側面に正面から切

り込んだし、また（２）で述べたベケットと

ウィンダム･ルイスの類似という問題は、海

外の研究者も誰も深く追求していない。今後

は、今回の成果をふまえた上で、人間関係の

機械化の問題、特にベケットとルイスにおい

て顕著な機械的な二人組の問題について、そ

れがモダニズムのいかなる原理と関係して

いるのかを解き明かしてゆきたい。 
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